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〒100-0004 東京都千代田区大手町2-6-1　　朝日生命大手町ビル

2007年7月4日
信越化学工業㈱　

従業員の地球温暖化防止策への助成制度を導入
　信越化学工業株式会社（本社：東京、社長：金川千尋）は、従業員が地球温暖化防止のため「塩ビ樹脂サッシ」を設置する費用の一部を助成する制度を導入する。当社は、地球温暖化防止、化石資源の枯渇といった地球環境問題は全社を上げて取り組むべき重要問題と位置づけているが、従業員が簡単に温暖化防止に貢献できる「塩ビ樹脂サッシ」の取り付けを通じ従業員の環境意識の高揚と省エネへの参画を促すもの。

　従業員本人が所有または居住する家の新築、増改築、改修時に「塩ビ樹脂サッシ」を取り付けた場合、購入額に応じて助成金を支給するもの。「塩ビ樹脂サッシ」には、政府もＮＥＤＯ（独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構）を通じ「住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業」の補助金を交付しており、従業員にはＮＥＤＯの補助金制度も紹介していく。

「塩ビ樹脂サッシ」は従来のアルミサッシに比べて熱伝導率が約３分の１と低く、高断熱効果があるため、省エネによるＣＯ2削減に寄与するほか、結露防止など快適な室内環境を提供する素材として近年注目され、先進国をはじめ、中国、韓国でも既に主流となっている。京都議定書で義務付けられた温暖化ガスの削減目標に向け、産業部門ではＣＯ2の削減を進めているものの、家庭部門などはむしろ排出量が増加しており、目標達成のためには家庭部門の排出量削減が急務となっている。環境省も率先してこの塩ビ樹脂サッシを庁舎に採用し、簡単に出来る省エネ対策の切り札として普及に努めている。当社も地球温暖化防止に繋がる商品として普及を積極的に後押しする。

　信越化学では、種々の環境対応型の素材を世に送り出しており、第一弾の「塩ビ樹脂サッシ」への助成金支給を本制度のモデルケースと位置づけ、今後、本制度の対象製品の拡大も検討していく。幅広い産業分野に製品を供給する素材メーカーならではの試みであり、環境保全意識の広がりを期待している。

以上

※なお、本発表は重工記者クラブおよび環境省記者クラブへ同時に行っております。
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この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　中村、小石川

Tel０３－３２４６－５０９１までお願い致します
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